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計画策定の基本的な考え方

１ 計画策定の背景と趣旨 

（１）計画策定の背景と趣旨  

健康をめぐる社会環境の変化をみると、我が国は、国民の生活水準の向上や社会保

障制度の充実、医療技術の進歩等により世界有数の長寿国となっています。一方、急

速な少子高齢化、朝食の欠食等の不規則な食事の増加や栄養の偏った食生活、運動不

足などによる健康リスクの増大をはじめ、疾病全体に占める悪性新生物や虚血性心疾

患、脳血管疾患、糖尿病等の生活習慣病を抱え、寝たきりや認知症など要介護の増加、

家庭・地域社会における関係の希薄化が進んでいます。 

今後、さらに高齢化が進展し、医療や介護にかかる負担が年々増加していくことが

予測されており、平均寿命だけでなく、健康で自立した生活を送ることができる健康

寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）の延伸が求め

られています。 

また、令和２年（2020年）以降、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、

生活に大きな影響がありました。外出自粛の長期化や生活様式の変化等に伴い、スト

レスの蓄積や運動不足など心身の健康への影響が懸念されています。これまで「健康

日本21（第二次）」において健康格差の縮小を進めてきましたが、新型コロナウイル

ス感染症を機に、格差が拡大しているとの指摘もあります。 

本市では、妊婦、乳幼児期から高齢者のすべての年代を対象とした市民や行政、関

係機関・団体等が一体となって健康づくりに取り組むため、平成30年度（2018年度）

から令和５年度（2023年度）を計画期間とする「第３次芦屋市健康増進・食育推進

計画」を策定しました。 

計画期間中には、子育て家庭への支援の充実等を内容とする「児童福祉法等の一部

を改正する法律」が令和４年（2022年）６月に成立し、令和５年（2023年）４月

に「こども家庭・保健センター」を開設しました。 

このたび計画期間が満了することから、国や県の動向、本市の健康及び食育を取り

巻く現状・課題を踏まえ、「母子保健計画」、「健康増進計画」、「自殺対策計画」及び「食

育推進計画」を一体的にさらなる推進を図る新たな計画として、「第４次芦屋市健康増

進・食育推進計画」（仮称）（以下「本計画」という。）を策定します。 
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（２）健康づくり推進に向けた国・県の動向 

国では、令和４年（2022年）10月に「健康日本21（第二次）」の最終評価を行い、

次期計画への課題を踏まえ、令和６年度（2024年度）から令和17年度（2035年度）

までの12年間を計画期間とする「健康日本21（第三次）」を施行しました。「健康日

本21（第三次）」は、人生100年時代を迎え、社会が多様化する中で、各人の健康課

題も多様化しており、「誰一人取り残さない健康づくり」を推進するとともに、健康寿

命は着実に延伸してきましたが、一部の指標が悪化しているなど、さらに生活習慣の

改善を含め、個人の行動と健康状態の改善を促す必要があるため「より実効性をもつ

取組の推進」に重点を置いています。 

全ての国民が健やかで心豊かに生活できる持続可能な社会の実現のため、基本的な

方向を①健康寿命の延伸・健康格差の縮小、②個人の行動と健康状態の改善、③社会

環境の質の向上、④ライフコースアプローチを踏まえた健康づくりの４つとしていま

す。 

兵庫県では、令和４年（2022年）３月に「兵庫県健康づくり推進プラン －第３次

－」を策定し、「県民一人ひとりが生涯にわたって健康で生き生きとした生活ができる

社会の実現」を目標に、人生100年時代を見据え、次世代に向けたライフステージ毎

の健康づくりを推進するため、「ライフステージに対応した取組の強化」「健康寿命の

延伸に向けた個人の主体的な取組の推進」「社会全体として健康づくりを支える体制の

構築」「多様な地域特性に応じた支援の充実」の４項目を基本方針として取り組みを進

めています。 

（３）母子保健の推進に向けた国・県の動向 

母子保健の分野においては、母子の健康水準の向上のため、国は平成27年度（2015

年度）に、切れ目ない妊産婦・乳幼児への保健対策、学童期・思春期から成人期に向

けた保健対策、こどもの健やかな成長を見守り育む地域づくりといった基礎課題を踏

まえ、安心してこどもを産み、健やかに育てることの基礎となる少子化対策としての

意義に加え、少子化社会において国民が健康で明るく元気に生活できる社会の実現を

図るための「健康日２１（第二次）」の一翼を担うための「健やか親子２１（第2次）」

を策定しました。 

兵庫県では、令和２年（2020年）３月に「ひょうご子ども・子育て未来プラン」

を策定し、「安心して子育てできる兵庫の実現」を基本理念に、結婚、妊娠・出産、子

育ての希望が叶う環境づくりとして、「県母子保健計画」（健やか親子 21（第２次））
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を策定し、少子対策・子育て支援等に関する取り組みを総合的かつ体系的に進めてい

ます。 

（４）自殺対策の推進に向けた国・県の動向 

自殺対策については、国は、令和４年（２022年）10月に「自殺総合対策大綱」を

閣議決定し、誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して、これまでの

取り組みに加え、「こども・若者の自殺対策の更なる推進・強化」「女性に対する支援

の強化」「地域自殺対策の取組強化」「新型コロナウイルス感染症拡大の影響を踏まえ

た対策の推進」などを追加し、総合的な自殺対策の更なる推進・強化を掲げています。 

兵庫県では、平成29年（2017年）12月に策定した「兵庫県自殺対策計画」に基

づき、市町・関係団体等と連携した総合的な取組を進めてきました。しかし、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響等で、自殺の要因となり得る様々な問題が悪化するな

ど、自殺をめぐる情勢は依然として深刻な状態が続いていることから、さらなる自殺

対策強化を図るべく、国の新たな「自殺総合対策大綱」の内容を踏まえ、「兵庫県自殺

対策計画」の中間見直しを行いました。 

（５）食育の推進に向けた国・県の動向 

国は、食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進していくため、令和３年（2021

年）３月に「第４次食育推進基本計画」を策定しました。基本的な方針として「生涯

を通じた心身の健康を支える食育の推進」「持続可能な食を支える食育」「新たな日常

やデジタル化に対応した食育の推進」の３つの重点事項を掲げ、国民の健全な食生活

の実現と、環境や食文化を意識した持続可能な社会の実現のために、SDGs（持続可

能な開発目標)の考え方を踏まえながら、多様な関係者が相互の理解を深め、連携・協

働し、国民運動として食育を推進することとしています。 

兵庫県では、これまでの食育推進の成果や課題、食をめぐる現状や課題を踏まえる

とともに、SDGsの視点を取り入れ、令和４年（2022年）３月に「食育推進計画（第

４次）」を策定しました。①こどもとその親、若い世代の食育力の強化、②地域社会で

支え、つなげる食育推進、③持続可能な食への理解を促進するための食育推進、④時

代のニーズに応じた食育活動の推進の４つを重点事項に、「食で育む元気なひょうご」

の実現を目指しています。 
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２ 計画の期間 

本計画の期間は、国や県計画と整合を図りつつ、本市のこども分野や高齢者福祉分

野、障がい者福祉分野等の個別計画の計画期間とあわせること、また、各種取組の効

果の評価を行うには一定の期間を要すること等を踏まえ、令和６年度から令和11年

度までの６年間とします。 

【（参考）他計画の計画期間】 

H30 

年度 

R1 

年度 

R2 

年度 

R3 

年度 

R4 

年度 

R5 

年度 

R6 

年度 

R7 

年度 

R8 

年度 

R9 

年度 

R10 

年度 

R11 

年度 

第３次芦屋市健康増進・食育推進計画 第４次芦屋市健康増進・食育推進計画

第５次芦屋市総合計画（～R12 年度） 

第２期子育て未来応援プラン「あしや」 次期計画 

芦屋市障害者（児）福祉計画
第７次中期計画 

次期計画 

芦屋市データヘルス計画 

芦屋市第７期障がい福祉計画・
芦屋市第３期障がい児福祉計画 次期計画 

第２期芦屋市子ども・若者計画 次期計画 

健やか親子２１（第２次） 次期計画 

健康日本２１（第３次）（～R17 年度） 

第４次食育推進基本計画 次期計画 

兵庫県健康づくり推進プラン（第３次） 次期計画 

兵庫県自殺対策計画 次期計画 

ひょうごの食育～食育推進計画（第４次）

～
次期計画 

次期計画 第９次芦屋すこやか長寿プラン 21 

第４次芦屋市地域福祉計画 次期計画 

ひょうご子ども・子育て未来プラン 次期計画 

次期計画 
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３ 計画の位置づけ 

本計画は、「健康増進法」第８条第２項に基づく「市町村健康増進計画」、「食育基本

法」第18条に基づく「市町村食育推進計画」、自殺対策基本法第3条第２項に基づく

「市町村自殺対策計画」、母子保健計画策定指針に基づく「市町村母子保健計画」を一

体的に策定した計画です。 

また、本計画は、「芦屋市総合計画」を上位計画として、「芦屋市地域福祉計画」等

の健康づくりに関連する計画・施策と整合性を図りながら推進します。 

第５次芦屋市総合計画

第４次芦屋市健康増進 

・食育推進計画

【 国 】 

・健康日本２１（第３次） 

・自殺総合対策大綱 

・第４次食育推進基本計画 

整合 

・ひょうご子ども子育て未

来プラン 

・兵庫県健康づくり推進プ

ラン -第３次- 

・兵庫県自殺対策計画 

・兵庫県食育推進計画（第

４次） 

・兵庫県保健医療計画 

整合・連携 

・芦屋市地域福祉計画 

・芦屋すこやか長寿プラン２１ 

・子育て未来応援プラン「あしや」 

・芦屋市障がい者（児）福祉計画 

・芦屋市障がい福祉計画・芦屋市障がい児福祉計画

・第２期芦屋市子ども・若者計画 

・芦屋市データヘルス計画 

（芦屋市特定健康診査・特定保健指導等実施計画）

・その他関連計画 

【 兵庫県 】 

（仮称）
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４ 計画の策定体制 

（１）芦屋市健康増進・食育計画策定委員会の設置 

本計画の策定にあたっては、学識経験者、芦屋健康福祉事務所、芦屋市医師会、芦

屋市歯科医師会等医療関係団体、芦屋栄養士会、芦屋いずみ会、芦屋市民生児童委員

協議会、芦屋市老人クラブ連合会、芦屋市社会福祉協議会、芦屋市商工会、公募市民、

行政関係者で構成される「芦屋市健康増進・食育推進計画策定委員会」を設置し、計

画内容の検討を行いました。 

（２）芦屋市健康増進・食育推進計画推進本部及び幹事会の設置 

庁内においては、「芦屋市健康増進・食育推進計画推進本部」及び「芦屋市健康増進・

食育推進計画推進本部幹事会」を設置し、計画内容の検討及び調整等を行いました。 

（３）「芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に関わるアンケート調査の実施 

市民の健康に対する現状を把握し、現行計画の評価とともに、次期計画のベースラ

イン調査を実施し、今後の健康づくり等の施策に反映させていくことを目的としてア

ンケート調査を実施しました。 

本計画が、「母子保健計画」、「健康増進計画」、「自殺対策計画」及び「食育推進計画」

を一体的な計画となることから、健康づくりに関するアンケート、母子保健計画に関

するアンケートの２種類の調査を実施しました。（詳細は資料編に記載） 

５ 推進・評価体制 

本計画は、市民や地域、学校、団体、企業、行政など社会全体が一体となり、健康

づくりを進めていく指針となるものです。総合的かつ効果的に計画を推進するため、

それぞれの役割を明確にするとともに、連携を図って取組を進めていくことが求めら

れます。 

「芦屋市健康増進・食育推進計画推進本部」及び「芦屋市健康増進・食育推進計画

推進本部幹事会」を中心に、関係機関や関係各課との調整を図ります。 

また、毎年「健康増進・食育推進計画推進委員会」に諮り、財政状況を勘案しなが

ら、計画の実現をめざす施策を総合的に推進します。 

計画の最終年度には市民意識調査を実施し、次期計画の策定時に設置する計画策定

委員会において進捗状況の把握や評価を行います。 


